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１ 「バリアフリー地図/ナビ」に関する取組 

 

（１）「バリアフリー地図/ナビ」とは 

他のユーザーが車いすで実際に走行したルート・利用したスポットなどのバリアフリー情報を

表示し、目的地までの最短経路と合わせて、車いすユーザー向け移動参考情報の確認が可能な

地図/ナビサービス（ANAグループが提供）。 

 

（２）「バリアフリー地図/ナビ」の特徴 

①市民、自治体、事業者で構築・維持するユニバーサルな地図/ナビ 

②社会的価値だけでなく経済的価値の向上を目指し、地域創成にも貢献 

③全国共通のフォーマットで周辺地域ともシームレスに連携 
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（3）札幌市との取組 

札幌市では Google マップのマイマップ機能を用いたバリアフリー情報を提供しているが、バ

リアフリー情報の維持管理や、スポット情報（点）だけでなくルート情報（線）の提供に課題がある

ことから、下記の取組を実施。 

 

①バリアフリー情報の維持管理 

これまでは、Google マップのマイマップ機能の仕様に左右され、形式通りの情報発信しかで

きず、また情報更新作業もネットワーク環境の制限等があり、思うように情報の鮮度維持ができ

ない状況だった。 

そこで今回、夏の街歩きイベント（後述）や冬の調査（後述）を経て、車いすユーザーと共にある

べき姿を議論しながら、利用者視点での情報表示とサービス提供者視点での情報管理・発信のあ

り方を学び、「バリアフリー地図/ナビ」に反映させた。 

具体的には、スポット情報毎に「情報の修正を依頼」というリンクを設け、利用者の方から直接、

情報管理者に通知される仕組みを設けた（スポット名、緯度経度と共に修正希望内容が情報管理

者にメール通知される）。 

また、情報管理者向けに、EXCEL 感覚で容易にスポット情報の更新作業が可能となる情報更

新管理画面を構築した（以下図「After」における上段部分を参照）。これら機能により、今後のバ

リアフリー情報の維持管理が期待される。 
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➁札幌市のバリアフリー情報掲載 

札幌市の市有建築物のバリアフリー情報約 300 件を追加するとともに、ユーザー投稿データ

と札幌市の公共データを区別できるようアイコンを修正したほか、例えば、トイレだけの情報を表

示できるようにするなど、各種情報のON/OFF機能を追加するなどのシステム改修を行った。 
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また、下記のＵＲＬのとおり、札幌市公式ホームページ内に「バリアフリー地図/ナビ」にアクセス

できるリンクページを作成した。 

 

 

＜「バリアフリー地図/ナビ」利用画面＞ 
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（４）今後の発展について（（仮称）ユニバーサル地図/ナビ） 

①ユニバーサルな地図/ナビとして新機能を追加 

視覚に障害のある方々における地図/ナビのあるべき姿を、全盲 弱視の有志の方々と共に議

論追求し実証実験を実施。２０２３年１月２５日、社会実装の第一弾として「アイコサポート」※と本

格連携。トライアル期間を経てANA「空港アクセスナビ」にて展開中。 

※オペレーターによる遠隔からのサポートにより、利用者の現在地を特定し、周辺の情報をお

伝えするサービス（SOMPOグループのプライムアシスタンス社にて運用） 
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②車いすユーザー移動経路表示の精度向上 

車いすユーザーの移動履歴※１と、地図データ※２をマッチング処理することにより、バリアフ

リールートを地図上で表現することを目指す。 

※１「WheeLog!アプリ（後述）」で収集した車いす走行ログを「バリアフリー地図/ナビ」に連携

表示させた情報 

※２ゼンリングループが保有する地図データ（歩行者ネットワークデータ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③屋内に特化したナビゲーションとの連携 

「インクルーシブ・ナビ」※と連携し目的地までの最短ルートのご案内を目指す。 

（車いす、ベビーカー、白杖、一般向け） 

※高精度屋内測位と音声ナビゲーションを組み合わせたサービスで清水建設や日本 IBMらが

運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

２ 車いす街歩きイベント（夏季）実施を通じた当事者ニーズ等の調査 

本事業の実証実験パートナーである一般社団法人WheeLog協力のもと、「バリアフリー地図

/ナビ」のユーザー投稿データの収集および車いすユーザー当事者の意見収集等を目的とした、

札幌市内の車いす街歩きイベントを実施した。 

 

（１）イベント概要 

令和４年９月４日に、車いす街歩きイベント「WheeLog!（ウィーログ） in 札幌」を開催。本イベ

ントは、車いすユーザーと健常者がグループになって車いすに乗り、街のバリアやバリアフリーを

学ぶ体験型ワークショップであると共に、街歩きを通して WheeLog!アプリ※（バリアフリー地

図/ナビとデータが連動）に情報を収集し、皆でバリアフリーマップを作り上げるものである。収

集した「車いす走行ログ」などの情報は「バリアフリー地図/ナビ」に即時に反映され、車いすユー

ザー向け移動参考情報の確認が可能となる。 

イベント当日は、札幌市内からだけでなく、関東圏や九州、東北から、約 60 名が参加し、一般

社団法人 WheeLog 代表の織田友理子氏のミニ講演のあと、９グループに分かれて、ミッション

を達成しながら街歩きを行った。 

※車いすで実際に走行したルートや、ユーザー自身が実際に利用したスポットなど、ユーザー

体験に基づいたバリアフリー情報を共有できる新しいバリアフリーマップのプラットフォーム 

 

■会場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WheeLog代表 

織田氏の講演 


